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 2026 年のスーパー耐久がもてぎで開幕しました。今年はジェントルマ

ンの松井選⼿と GB ドライバーの野中選⼿、服部選⼿、吉⽥選⼿の 4
⼈が出場。クルマは 4 年目の GR Supra GT4 EVO2 で、埼⽟トヨペッ
トの 6 ⼈の店舗メカニックが整備を担当します。 
⼟曜⽇（予選⽇）の天候は晴れ。A ドライバーの予選は 8 時 15 分

から⾏われ、松井選⼿が 6 周目に 1 分 57 秒 985 をマーク。他⾞に引
っかかってしまったというものの、2 位の好位置につけました。続く B ドライバ
ーの予選は 9 時 10 分から⾏われ、新たに B ドライバーに起⽤された野
中選⼿がコースイン。野中選⼿は 5 周目に 1 分 56 秒 533 をマークす
るも、⾛路外⾛⾏の判定があり、4 周目の 1 分 56 秒 597 がベストタイ
ムに。両ドライバーの合算タイムにより、予選 2 位につけました。 
⽇曜⽇（決勝⽇）の天候は晴。チームは吉⽥、松井、服部、野中と

つなぐ 4 スティント作戦を⽴案。松井選⼿はここまで安定したパフォーマン
スを発揮しているため、タイヤ無交換で 1 時間の乗⾞義務時間をクリアする計画です。12 時 04 分にスタートがきられ、吉⽥選⼿は 2 コー
ナー⽴ち上がりで予選 1 位の#22 ポルシェをパス。先頭で１周目を終えます。吉⽥選⼿はタイヤに余⼒を残しながら、ハイペースで⾛⾏を
続け、後続とのリードを拡⼤。11 周目には#25 ⽇産 Z が#22 ポルシェを抜き、2 位に上がります。1 時間経過時点（30 周終了）の
#25 ⽇産 Z との差は約 21 秒まで拡⼤。1 回目のピットインのタイミングが近づきますが、34 周目に他クラスの⾞両⽕災が発⽣します。す
ぐにフルコースイエロー（FCY）が導⼊され、36 周目にはセーフティカー（SC）導⼊。ピットインを模索する吉⽥選⼿ですが、タイミングが合
わず、ピットに戻ることができません。吉⽥選⼿は 36 周目の終わりにピットイン。松井選⼿に交代し、作戦通り給油のみでピットアウトします
が、FCY の直前にピットインを⾏った予選 4 位の#34 アウディがトップに⽴っており、順位は 2 位です。 
38 周目からレース再開となり、#34 アウディに乗る B ドライバーがハイペースで逃げる中、松井選⼿は落ち着いて⾛⾏。3 位も B ドライバ

ーが乗る#885GR Supra ですが、松井選⼿は⾒事な⾛りでリードを広げていきます。2 時間経過時点（56 周終了）のトップとの差は
12 秒 531 差ですが、3 位との差も 10 秒 731 に拡⼤。その後も#885GR Supra との差を広げていきます。67 周目、1 時間の乗⾞義
務を終えた松井選⼿がピットイン。服部選⼿に交代し、給油とタイヤ交換を⾏いピットアウトします。服部選⼿の順位はトップですが、先に 2
回目のピットインを⾏った#34 アウディが後⽅につけており、2 台の差が縮まっていきます。74 周目、#34 アウディに抜かれ、2 位に後退。服
部選⼿は 81 周目にピットに⼊り、給油のみで野中選⼿に交代します。 
コースに復帰した野中選⼿の順位は 4 位。残り時間は 1 時間ほどです。上位 3 台はピットイン義務を残しており、野中選⼿は逆転を目

指してハイペースで追い上げを開始します。89 周目に#885GR Supra を
抜くと、93 周目には#25 ⽇産 Z がピットに⼊り、2 位に浮上。96 周目には
トップの#34 アウディがピットインを⾏い、2 台の差は 15 秒 451 まで接近し
ます。野中選⼿は追撃の⼿を緩めず、トップを上回るペースで周回。残り 15
分で 4 秒以内まで接近します。ベストタイムを更新しながらさらに差を詰める
野中選⼿ですが、1秒以内まで接近したところでチェッカー。惜しくも優勝はな
りませんでしたが、チーム全員の⼒で 2 位表彰台をつかみとりました。 

ENEOS スーパー耐久シリーズ 2026 Empowered by BRIDGESTONE 第 1 戦 
もてぎスーパー耐久 4Hours Race（4 時間レース） モビリティリゾートもてぎ（栃⽊県茂⽊町） 

決勝結果（ST-Z クラス） 

♯52 埼玉 GB GR Supra GT4 EVO2 

（松井宏太／野中誠太／服部尚貴／吉田広樹） 

決勝 2 位（117 周、4 時間 03 分 15 秒 840） 
予選：2 位（合算タイム：3 分 54 秒 582） 

■終始トップ争いを展開し 2 位表彰台を獲得■ 
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Green Brave PARTNERS 

      
⾚城⾞体⼯業株式会社          株式会社アルシェ        アルファクラブ武蔵野株式会社    株式会社 FM NACK5 

 

    
株式会社岡崎巧芸       株式会社カーグラス・JP       埼群スリーボンド株式会社       株式会社三和広告社       

 

    
JU 埼⽟オートオークション株式会社     株式会社⻄武ライオンズ         株式会社セーフティーライフ      ティーズ・ワークス           

 

     
株式会社デンソーソリューション   東京キリンビバレッジサービス株式会社    トヨタホーム東京株式会社   トヨタモビリティパーツ株式会社 埼⽟支社      

 

             
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社   マックメカニクスツールズ株式会社       丸和⼯業株式会社         Mechanix Wear LLC           
 

 
株式会社リビコー 

ST-Z クラス ポイントランキング 
順位  ⾞番       チーム           ポイント 
1 位 34 TECHNO FIRST        20 
2 位 52 埼⽟ Green Brave        15 
3 位 25 TEAM ZEROONE        12 
4 位 885 SHADE RACING        10 
5 位 8 ⻘⼭学院⼤学⾃動⾞部 S 耐チーム  8 
6 位 22 KOKUSAI GROUP SPORTS TEAM 8 

上位６位まで 

ST-Z クラス 決勝結果 
順位                チーム           周回数 
1 位︓#34 TECHNO FIRST R8 LMS GT4（アウディ R8 LMS GT4）  117 周 
2 位︓#52 埼⽟ GB GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4）  117 周 
3 位︓#25 ⽇産メカニックチャレンジ Z NISMO GT4（⽇産 Z NISMO GT4） 116 周 
4 位︓#885 シェイドレーシング GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4） 116 周 
5 位︓#8 ⻘⼭学院⼤学⾃動⾞部 GR Supra GT4 EVO2（トヨタ GR Supra GT4 ） 115 周 
6 位︓#22 KOKUSAI GROUP GT4 RS CS（ポルシェ ケイマン GT4 RS CS） 115 周 

出⾛ 12 台 トップ 6 まで 

松井宏太選⼿ 
良い状況でバトンをもらいました。最後
の⽅はタイヤがきつくなったのですが、吉
⽥選⼿が極⼒タイヤを残してくれてい
たので、⾃分の経験と先輩⽅のアドバ
イスを活かしながら最後まで⾛り切るこ
とができました。⾃分は今週末、かなり
良い状況で⾛らせてもらっていたので、
しっかりと準備ができ、集中して⾛れた
と思います。ピットインのタイミング的に
悔しいところはあるのですが、今回のよ
うに取りこぼしのないレースができれば
良いシーズンになると思うので、次の鈴
⿅で頑張りたいと思います。 

吉⽥広樹選⼿ 
結構良いペースで⾛れて、後続に対
してすごくギャップを作れました。ただ、
FCY での取り分がなく、他のチームに
それがいってしまったので、ちょっと運が
なかったです。クルマはすごく乗りやす
く、バランスも良かったです。松井選
⼿がタイヤ無交換で⾛る予定だった
ので、タイヤやブレーキを守りながら⾛
っても、いいペースで⾛れていたので、
チームが作ってくれたクルマのおかげだ
と思います。ぼくらに運がなかったとい
うよりか、トップのチームに運があった
ので、これもレースだと思います。 

服部尚貴選⼿ 
トップの#34 アウディはたまたまピット
インの周に FCY がうまくはまったのだ
と思います。うちらはそこをとれなかっ
た。それまで吉⽥さんが頑張って、2
位を 20 秒ぐらい引き離していたので
すが、逆に 20 秒引き離されたのでし
ょうがないですね。今年は全戦ポイン
ト制ですから、優勝じゃなくても、ちゃ
んと取る必要があります。正直悔しい
ですけど、シリーズを考えるとこの 2
位は絶対有効なので、今後もどんど
んポイントを重ねていって、チャンピオ
ンを狙えるように頑張ります。 

野中誠太選⼿ 
こちらが追い上げないといけない状況
だったのですが、ペース的にはこちらの
⽅が苦しくなると思っていたので、最
初からプッシュしました。アウディは直
線スピードがかなり速く、いいドライバ
ーが集まっているので、レベルの⾼い
レースができました。目に⾒えて前と
の距離が縮まっていて、最後の 3、4
周ぐらいは他クラスのクルマも現れて
きて、チャンスが来ないかなと思ってい
ました。あと 1、2 周あったら展開は
変わったのではと思います。次の鈴⿅
でこの悔しさを晴らしたいと思います。 

■DRIVERS VOICE 

[次戦予告] 4 ⽉ 18 ⽇〜19 ⽇ 鈴⿅サーキット（三重県鈴⿅市） 


